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施 策 事 例

施策のポイント

農山漁村振興関連施策

自 治 体 情 報

電 話 番 号 

事 業 期 間
参考とした施策
関係施策分類

担 当 課

施 策 の 概 要

取組に至る背景・目的
　旧十和田湖町の農家がグリーン・ツーリズムの先進地である旧名川町（現南部町）の ｢ながわホー
ムスティ連絡協議会｣ と交流を持ったことにより、グリーン・ツーリズムに対する関心が高まり、平
成15年に「十和田湖町農業体験連絡協議会」を設立し農家・農業体験の受入を開始した。平成17年
には、旧十和田市との合併を機に「十和田農業体験連絡協議会」と改称し、旧十和田市区域の農家も
加入し受入するようになり、平成20年からは、海外（台湾、タイ、香港）の修学旅行の受入も実施
している。

取り組みの具体的内容
　・ 旅館業法に基づく簡易宿所営業許可を取得した農家49戸（H22.4.1
現在）で農家・農業体験を受入

　・ 十和田市農業政策課が事務局を務め、受入農家の取りまとめ、旅行
会社・学校との交渉、PR活動を行っている。

　・ 十和田市内の農家だけでは受入対応が厳しくなっていることから、
近隣市町村（七戸町・五戸町・六戸町）の農家を新たに会員に迎え、
受入基盤の広域化を図ることにより大規模学校の受入も可能な体制
づくりに取り組んでいる。

　・ 平成20年に日本政府主催のビジット
ジャパンキャンペーンに乗じて台湾
で誘致のためのPR活動を通じて十
和田市に関心を持った学校を市長自
らが訪問、トップセールスを行った。

　・ 十和田市は青森中央学院大学と産学
官の連携協定を締結しており、海外
の修学旅行を受入れる際には大学か
ら通訳を派遣していただき、生徒と
農家の意思疎通を図っている。

実 施 主 体
関連ホームページ

（仮称）十和田市海外修学旅行農業
体験受入事業
　ほとんど事例のない海外からの修学旅行を受入れ
ることで、注目を集めるのと同時に知名度が高まる
ことにより、国内での十和田市への修学旅行誘致の
効果も期待できる。さらに、農家・農業体験を通じ
ての国内外の都市間での交流機会の増加が期待でき
る。

青 森 県 十 和 田 市
人口／ 65,852人 標準財政規模／ 16,922,737千円

十和田市農業体験連絡協議会（事務局 十和田市）

農林部農業政策課
代表 0176-23-5111　内線319

平成20年度から
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①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源
財源内訳（財源区分：①～⑤）

名称

所管

金額

補助率

①～④の名称、
所管など

予 算 関 連 デ ー タ
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施策の開始前に想定した効果、数値目標など
　十和田市（当時の旧十和田湖町）では、これまでにも農業体験の受入を行ってきたが、地域間競争
が激しくなり、事業拡大が厳しくなっていたこともあり、他地域では、ほとんど取組みのない海外の
修学旅行を受入れることにより、注目を集め、知名度が高めることにより、修学旅行誘致を推進する
こととした。

現在までの実績・成果
　右資料のとおり。

導入・実施にあたり工夫した点や
苦労した点とその対処法・解決策など

・海外の修学旅行生を受入るということで、農家と
学生の意思疎通を図るための工夫
・受入基盤の広域化

今後の展開と課題
　・ 大規模学校の受入をするためには会員が不足し
ていることから、会員を増やす必要がある。

　・ 受入側の地域間競争が激しくなってきているこ
とから、誘致のためには魅力ある受入体制の整
備が求められる。また、積極的な情報発信や
PR活動も必要である。

　・ 地域の特色をいかした体験メニューの考案。

総額
①～⑤の計

提供可能資料：規約

0千円H21：813千円 0千円

会費等

0千円 0千円 813千円
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